
第３回水道料金審議会 資料⑦‐３ 

～ 事務局からの説明まとめ ～ 

○各計画の関係と課題 （抜粋） 

※鉄製仕切弁＝水道管に設置されていて、水の流れを変えたり止めたりするもの。 

○諮問の趣旨 （要約） 

当町の水道管は、耐用年数（４０年）を経過するものが増えています。 

この度、向こう１０年間の経営戦略を改定しました。 

令和９年度から蔵木・六日市地区での大規模な水道管更新工事で老朽化対策したい。 

その更新工事費用の捻出と水道事業の安定的な運営のため、料金の値上げをお願いしたい。 

○今後のご審議のポイント 

改定予定の令和９年度を軸に、令和１４年度までの経営状況と水道をお使いの皆様への影響を

中心にご議論をお願いします。 

① 計画期間内での安定経営の見通しが立っているか。（諮問の料金水準・改定時期に対して） 

② 住民の生活、負担への配慮や役場がしていくべきことに何か。（付帯意見として） 

まちづくり
上下水道の計画的、効率的な維持に努める。

水道ビジョン

鉄製仕切弁（※１）による赤水（サビ）への対応。
老朽管更新と耐震化への対応。

経営戦略

R9から六日市・蔵木で水道管の更新。
R14末での借金（企業債残高）をR3末の4/5に。
経営戦略は３ ５年ごとに 直すことになっています。
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改定しない 改定する

上げ幅小

（1.1～1.2倍）

上げ幅大

（1.4倍～）
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早める

（７～８年度）

遅くする

（10～14年度）


